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  製造業団体の世論調査結果      

 

株式会社ベネインベストメント 

松浦 健太郎 

                          

ネズエラの製造業が加盟する経済団体「ベネ

ズエラ工業連合会（Conindustria）」は四半 

期ごとに加盟企業に対してアンケート調査を実施し

ており、その結果を公表している。 

 

同資料は国内製造業がベネズエラの現状についてど

のように認識しており、活動状況がどのようになっ

ているのかを把握できる重要な資料となっている。 

 

本稿では、Conindustria が行った２０２５年第１四

半期のアンケート調査結果を紹介したい。 

 

 

最初に２０２５年第１四半期がどのような時期だっ

たのかについて確認したい。 

 

２０２５年１月にトランプ政権が発足。 

 

トランプ政権は、発足後すぐに Ricard Grenell 特使

をベネズエラへ派遣し、マドゥロ政権と協議。ベネ

ズエラ不法移民の送還プラグラム再開で合意した。 

 

また、１月１０日のマドゥロ大統領の新任期開始当

日にも特筆するようなリアクションをせず、トラン

プ政権２期目の対ベネズエラ方針は軟化すると見る

向きが大きかった。 

 

２５年 Q１ 先行きに不透明感の漂う時期 
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しかし、２月に入りトランプ大統領は「Chevron の

ベネズエラ事業の停止を検討している」と発言。 

 

３月４日に「Chevron のベネズエラ事業を２０２５

年４月３日まで許可する（つまり、４月４日からの

活動を禁止する）」との制裁ライセンスを発動。 

 

しかし、３月２４日に同制裁ライセンスを更新。 

「Chevron のベネズエラ事業を２０２５年５月２７

日まで許可する（つまり、５月２８日からの活動を

禁止する）」と修正した。 

 

この状況を受けて、２０２５年３月末時点では、将

来に対して「Chevron の制裁ライセンスは再び更新

されるだろう」との楽観論と「Chevron の制裁ライ

センスが失効し、事業が停止する」との悲観論が入

り混じる状況だったと言える。 

 

なお、周知の通り、最終的に同制裁ライセンスは更

新されず、トランプ政権は５月２７日をもって

Chevron のベネズエラでの事業を停止させた。 

 

 

調査の結果を確認する前に同調査の概要を紹介した

い。 

 

冒頭の説明の通り、同調査は Conindustria に加盟す

る民間製造業を対象に行ったアンケート調査であ

る。 

 

今回のアンケートの回答企業数は１６７社（加盟企

業の７６％）。 

 

回答企業は、大企業（従業員１５０人超）の割合が

３８％、中規模企業（同５１人～１５０人）が２

８％、小規模企業（１～５０人）が３５％となって

いる。 

 

また、１２の業種に分けて調査を行っている。 

業種名と各業種の回答割合は以下の通り。 

 

１．化学品（１８％） 

２．タイヤ・プラスチック（１６％） 

３．食品（１５％） 

４．金属・同製品（９％） 

５．その他製造業（９％） 

６．飲料（８％） 

７．医薬品（６％） 

８．衣類・皮革製品（５％） 

９．非金属（４％） 

１０．機械・設備（３％） 

１１．自動車・同部品（３％） 

１２．木材・紙（１％） 

 

 

最初の質問は、ベネズエラ経済に関して。 

「１２カ月前と比べて現在のベネズエラの経済状況

についてどのように感じますか？」というもの。 

結果は以下の通り。 

 

＜国の状況＞ 

・とても悪化した：５％ 

・悪化した：３２％ 

・同様：５６％ 

・良くなった：７％ 

・とても良くなった：０％ 

回答企業は１６７社、化学品が最多 

経済全体は不安だが、自社は比較的良好 
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＜自分の業種の状況＞ 

・とても悪化した：１％ 

・悪化した：２１％ 

・同様：７０％ 

・良くなった：８％ 

・とても良くなった：０％ 

 

＜自社の状況＞ 

・とても悪化した：０％ 

・悪化した：１６％ 

・同様：６１％ 

・良くなった：２３％ 

・とても良くなった：０％ 

 

この結果を見て言えることとして、全体として１年

前と比べて半数以上の企業は「ほとんど変わってい

ない」と認識していると言える。 

 

ただし、「悪くなった」との回答も一定数存在する

が、「自社の状況」について言えば、「悪化した」と

回答したのは全体の１６％。逆に「良くなった」と

回答したのは２３％と良くなったと認識している企

業が多い。 

 

 

次の質問は「今後の注文について、どのくらい確約

できていますか？」というもの。結果は右上のグラ

フの通り。 

 

「１２０日超」が最も多く、全体の４４％。 

平均の注文確定日数は８８日だった。 

 

 

 

 

次の質問は「１年前（２４年 Q１）と比べて注文は

増えましたか？」というもの。結果は、 

・大きく減った：０％ 

・減った：３４％ 

・変わらない：１７％ 

・増えた：４５％ 

・大きく増えた：４％ 

と全体としては注文数の増加傾向が見て取れる。 

 

生産数 前年同期よりも増加傾向 
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次の質問は「１年前（２４年 Q１）と比べて自社の

生産量は変化しましたか？」というもの。 

 

結果は、 

・大きく減った：３％ 

・少し減った：１４％ 

・変わらない：８％ 

・少し増えた：５２％ 

・大きく増えた：２３％ 

 

意外だったのは「少し増えた」および「大きく増え

た」の回答が７５％と３／４を占めたという点。 

 

２０２５年 Q１は、インフレが加速しており、先行

きにやや不安感を感じる時期ではあったが、製造業

は思いの他、順調に生産量を増やしていたと言えそ

うだ。 

 

 

 

 

 

 

工業稼働率に関するアンケート結果は以下の通り。 

 

・５０％超：３０％ 

・４１～５０％：２６％ 

・３１～４０％：１０％ 

・２１～３０％：１８％ 

・１１～２０％：９％ 

・６～１０％：１％ 

・０～５％：１％ 

平均の工場稼働率は４５．８％だった。 

 

また、業種別の工場稼働率は以下のグラフの通り。 

・食品（４８％） 

・飲料（４５％） 

・衣類・皮革製品（４３％） 

・木材・紙（３６％） 

・化学品（３５％） 

・医薬品（６０％） 

・タイヤ・プラスチック（３５％） 

・非金属（４５％） 

・金属・同製品（１８％） 

・機械・設備（５５％） 

・自動車・同部品（４９％） 

・その他製造業（３１％） 

工場稼働率 過去６年で２番目の水準 
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下のグラフは、２０１９年 Q１～２５年 Q１までの工場稼働率の推移。 

２０２３年 Q１の３１．２％から上昇傾向が続いていたが、２５年 Q１になり前四半期から微減している。 

それでも過去６年間で２番目の工場稼働率であり、良好な数字と言えそうだ。 
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次の質問は「１年前（２４年 Q１）と比べて販売量

はどのように変化しましたか？」というもの。 

 

結果は、 

・大きく減った：２％ 

・少し減った：３８％ 

・変わらない：１１％ 

・少し増えた：２７％ 

・大きく増えた：２２％ 

 

販売量に関しては「変わらなかった」という回答が

少なく、企業によって好調・不調が分かれた四半期

になったようだ。 

 

ただし、「大きく増えた／少し増えた」の回答の割合

は４９％、「大きく減った／少し減った」の割合は４

０％で、「販売量が増えた」という企業の方が多かっ

た。 

 

また、「大きく減った」の回答が２％であったのに対

して、「大きく増えた」は２２％と割合が大きく、前

年同期と比べてプラスだったと認識できそうだ。 

 

本稿最後の質問は「次の四半期に自社の販売量はど

のように変化すると考えていますか？」というも

の。 

 

結果は、 

・大きく減るだろう：２％ 

・少し減るだろう：５％ 

・変わらないだろう：２０％ 

・少し増えるだろう：５８％ 

・大きく増えるだろう：１６％ 

 

全体としては、先行きをポジティブに捉える企業が

多いと言える。 

 

 

以上 

販売 企業によりムラあるが全体的に好調 


